システマティック・レビューのための PRISMA 2020 フローチャート
 (
他の方法による新たな研究の特定
特定した記録: 
Web
サイト
（n
= 
） 
組織
（n
= 
）
引用検索
（n
= 
） 
など
取得のために探した報告
（n= ）
取得しなかった報告
（n= ）
適格性を評価した報告
（n= ）
除外した報告: 
理由 
1（n
= 
） 
理由 2（n
= 
） 
理由 3（n
= 
） 
など
)先行研究	データベースと研究登録による新たな研究の特定

前のバージョンのレビューに採用した研究（n= ）
前のバージョンのレビューに採用した研究の報告
（n= ）

特定した記録* :
データベース（n= ） 研究登録（n= ）

スクリーニング前に除いた記録:
重複記録（n= ）
自動化ツールによって不適格とマークされた記録（n= ）
他の理由のために除いた記録（n= ）



スクリーニングした記録
（n= ）

除外した報告†（n= ）



取得のために探した報告
（n= ）

取得しなかった報告
（n= ）



適格性を評価した報告
（n= ）

除外した報告: 理由 1（n= ） 理由 2（n= ） 理由 3（n= ） など


レビューに採用した新たな
研究（n= ）	
新たに採用した研究の報告
（n= ）

レビューに採用した総研究
（n= ）
採用した研究の報告（n= ）

*可能であれば，（すべてのデータベース/研究登録の総数ではなく）検索した各データベースまたは研究登録から識別した記録数を報告することを検討する。

†自動化ツールを使用した場合は，人によって除外した記録数と，自動化ツールによって除外した記録数を示す。



新しいデザインは，Boers55），Mayo-Wilsonら56），およびStovoldら57）によって提案されたフローチャートを採用した。灰色のボックスは，該当する場合にのみ記入する必要がある。それ以外の場合は，フローチャート図から削除する必要がある。「報告」は，雑誌における論文，プレプリント，学会抄録，研究登録エントリー，臨床研 究報告，博士学位論文，未発表の原稿，政府報告，または関連情報を提供するその他の文書がある可能性があることに注意を要する。
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